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 中 国 東 北 部 に 「 満 州 国 」 が

建 国 さ れ た 二 年 後 の 一 九 三 四

年 、 北 京 に 留 学 し た 私 は 、 激

し い 抗 日 運 動 を 目 の 当 た り に

し ま し た 。  

父 の 友 人 潘 家 の 娘 さ ん と 通

っ て い た カ ト リ ッ ク 系 女 学 校

で も 、 授 業 中 に 外 の 男 子 生 徒

が ど や ど や 入 っ て 来 て 、 「 抗 日

の デ モ だ 。 皆 参 加 す る よ う に 」

と 呼 び か け る の で す 。 北 京 語

の 二 等 の 資 格 が あ っ た と は い

え 、 純 粋 の 北 京 人 の 中 で は 自

信 が あ り ま せ ん 。 私 が 日 本 人

と わ か っ た ら 、 殴 り 殺 さ れ て

し ま っ た で し ょ う 。 だ か ら デ

モ に 誘 わ れ る と 、 頭 が 痛 い 、

お 腹 が 痛 い と 言 っ て 断 っ て い

ま し た 。 潘 家 の 母 に は 、 「 愛 想

笑 い や 深 々 と お 辞 儀 す る の は

や め な さ い 。 日 本 人 と わ か り

ま す よ 」 と 、 よ く 注 意 さ れ た

も の で す 。  

＊ 

あ る 日 、 同 級 生 と 出 か け た

中 南 海 公 園 で 、 「 日 本 軍 が 万 里

の 長 城 を 超 え て 北 京 へ 侵 入 し

た 時 、 我 々 は ど う 闘 う か 」 と

い う 学 生 討 論 会 に 遭 遇 し ま し

た 。 す る と 、 リ ー ダ ー と お ぼ

し き 人 が 、 一 人 一 人 指 し て 尋

ね 始 め る で は あ り ま せ ん か 。

「 共 産 軍 に 行 く 」 「 地 下 工 作 に

入 る 」･･････。 友 人 は 「 私 は

恋 人 の あ と を 追 っ て 重 慶 （ 国

民 政 府 勢 力 の 拠 点 ） に 行 く 」

と 答 え ま し た 。 い よ い よ 私 の

番 で す 。 何 と 言 え ば い い の だ

ろ う と 思 い 詰 め て い ま し た

が 、 答 え は 見 つ か り ま せ ん 。

そ し て 口 を つ い て 出 た 言 葉

が 、 「 私 は 北 京 の 城 壁 に 立 ち ま

す 」 で し た 。  

北 京 は 四 方 を 城 壁 に 囲 ま れ

て い ま し た 。 当 時 は 各 方 面 か

ら の 襲 撃 を 警 戒 し 、 外 に 通 じ

る 城 壁 の 門 は 夕 方 五 時 ご ろ 閉

じ ら れ て い ま し た 。 城 壁 の 上

に 立 て ば 、 日 本 軍 か 中 国 軍 の

ど ち ら か の 弾 に 当 た っ て 一 番

先 に 死 ぬ で し ょ う 。 「 そ れ が 私

に ふ さ わ し い 」 と し か 、 考 え

ら れ な か っ た の で す 。  

＊ 

初 め て 祖 国 日 本 を 訪 れ た の

は 三 九 年 、 十 九 歳 で し た 。 満

州 建 国 博 覧 会 に 、 日 満 親 善 の

た め 呼 ば れ た の で す 。  

連 絡 船 が 下 関 に 着 き 、 係 官

が 旅 券 の 検 閲 を し た 時 の こ と

は 忘 れ ら れ ま せ ん 。 私 の 旅 券

に は 「 山 口 淑 子 佐 賀 県 杵 島

郡 北 方 村 芸 名 ・ 李 香 蘭 」 と

あ り ま し た 。 係 員 は 中 国 服 姿

の 私 を 指 し て 、 こ う ど な っ た

の で す 。 「 貴 様 、 日 本 人 か 。 日

本 人 は 一 等 国 民 だ ぞ 。 一 等 国

民 が 三 等 国 民 の 服 を 着 て 恥 ず

か し く な い の か 」 

「 五 族 協 和 」 を す ば ら し い

と 信 じ 、 幼 い 頃 か ら 中 国 人 と

も 朝 鮮 人 と も 仲 良 く 遊 ん で き

た の に 。 こ ん な 侮 蔑 の 言 葉 を 、

あ こ が れ の 祖 国 の 人 か ら か け

ら れ る と は 。 日 本 人 の ご う 慢

さ と 差 別 意 識 を 知 り 、 「 こ れ が

現 実 な の か 」 と シ ョ ッ ク で し

た 。 中 国 に 溶 け 込 も う と す る

ほ ど 、 日 本 人 で あ る と 意 識 さ

せ ら れ る ｜ 。 板 挟 み の 悩 み に

苦 し み ま し た 。  
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時代を開いた女性たち その２ 

（解説） 

１．ページ設定を行う。（上下左右：20mm） 

２．先頭から 3～5 行程改行し、ワードアートとオートシェイプを利用してタイトル部分を作成する。 

※1：「時代を開いた  たち」の部分は、「MSP ゴシック、28p」とする。 

※2：「女性」の部分は「HG 正楷書体、44p」、「その 2」の部分は「MSP ゴシック、18pt」とする。 

※3：「大波」と「角丸四角形」を利用し、背景部分を作成する。 

３．左側に沿って文章を入力する。 

※1：英数字は全て直接入力とすること。 

※2：「満州国・・・」と「城壁に立つ・・・」部分は、じかに書く。 

※3：「中国東北部・・・」部分は、1 つの大きなテキストボックス（横書き）を作成する。 

  テキストボックスのサイズは、「縦 52mm×横 178mm」とする。 

※4：文章を入力し、全て選択したのち「字下げ：1 字」の段落設定をする。 

４．「城壁に立つ」部分は、「MS 明朝、20p」とし、「山口淑子」部分は、「MS 明朝、16p」とする。 

※：「段落罫線」の設定を行う。 

   「罫線」を選択し、 

   「種類：上が太い、下が細い線」 

   「色：オレンジ」「線の太さ：3pt」 

   「設定対象：段落」 

  とし、プレビューの左右の線を外す。 

５．テキストボックスで入力した部分を以下のように

変更する。 

※1：「横書き」を「縦書き」に変更する。 

※2：テキストボックスのサイズを適当に小さくする。 

 

 

 

 

 

 

 

※3：小さくしたテキストボックスをコピーする。（Ctrl＋Shift＋左クリック） 

※4：2 個目 3 個目の文章を削除し、「テキストボックスのリンクの作成」を行う。 

バケツみたいな絵をあいているテキストボックスの

上に載せると前の文章の続きが表示される。 

※5：テキストボックスの線を「線なし」にする。 
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中級-補助-TB のリンク(時代を開いた女性たち２) 


